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成果の概要 

 本研究の目的は、マウス肝移植において教師あり機械学習で AI予測モデルを用いた免疫寛容

誘導予測システムを確立し、最終的には実臨床における免疫寛容誘導予測システムの確立を目

的とする。さらにその完成されたモデルから免疫寛容誘導に関わる遺伝子の候補を可能性の高

いものから順序を付けてリストすることである。 

 今年度は、マウス肝移植モデルにおいておこなった研究を論文化し、現在投稿中である。 

 また次年度以降に行う予定である、肝移植ドナー検体を用いた研究の準備をおこなった。 

 

非近交系マウス肝移植モデルおよび肝移植患者検体を用いた免疫寛容関連遺伝子解析 

 非近交系マウス（ICR）を用いた肝移植を行い、移植後連日経過観察を行い、拒絶が確認され

た時点でドナー臓器を採取した。拒絶反応を起こしたマウスは 20日以内に死亡した。免疫寛容

の誘導に関しては、先行研究より、肝移植後 80日を持って免疫寛容が誘導されたと判定するこ

ととし、ドナー臓器の拒絶が確認されなかった肝臓移植動物においては、肝移植後 80 日に血

液、ドナー臓器採取をおこなった。 

 ドナー臓器からゲノム DNAを分離精製し、NGS にて全エクソームシークエンスを行った。 

  個体ごとに決定されたジェノタイプに対し、免疫応答の結果を対応させたビッグデータを入



 

力値して深層学習や線形分類といった教師あり機械学習により AIモデルの構築をおこなった。 

機械学習のためのアレルコーディングを行い、畳み込みニューラルネットワークによる教師あ

り学習ディープラーニングと線形分類をもちいて、AI予測モデルを用いた免疫寛容誘導予測シ

ステム作成が可能であることを確認した。 

本研究の結果については論文投稿中である。 

 

臨床肝移植症例における肝移植予後（免疫寛容誘導）予測モデル確立と妥当性の検討 

移植後のウイルス感染に関する研究に際して、ドナーの血液から抽出された DNA が保管され

ていることを確認した。 

 また遺伝子研究に関する同意も肝移植時に採取していることを確認した。 

 臨床研究計画書を作成し、倫理委員会の承認も得た。ヒトサンプルの確認まで行っているの

で、次年度には DNA アレイの解析を行い、機械学習のためのアレルコーディングを行い、畳み

込みニューラルネットワークによる教師あり学習ディープラーニングと線形分類をもちいて、

AI 予測モデルを用いた免疫寛容誘導予測システム作成する予定である。 

 

 


